






要約:川崎病による冠状動脈炎に基ずく動脈瘤血栓閉塞後再疎通を来した中には極めて動

脈様構造に類似する例があり「動脈内動脈」と呼称している。冠状動脈再疎通血管は右冠

状動脈に多く見られる。また,再疎通血管の立体再構築により,再疎通血管は様々に枝分か

れし,また互いに吻合。そして再疎通血管に新たな細胞線維性肥厚が生じ,内腔狭窄に陥る

ものがあることが推測された。 


